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弘前学院大学看護学部専任教員　2023年度教育研究業績＊

＊2024年度現在の本学部専任教員が，2023年度（2023年 4 月〜2024年 3 月）に発行・発表した教育研
究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）及び社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）
を掲載する。掲載内容は各自の申告に基づく。掲載は職名ごとに五十音順とする。

大瀬　富士子（教授）
社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）

事　　項 年月日・期間
1．弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター運営会議　教育カリキュ
ラム専門部会委員

2．第54回日本看護学会学術集会　座長
3．第54回日本看護学会抄録選考委員

4．第52回青森県看護学会査読委員

5．保健科学研究論文査読

6．オープンキャンパス（オンラインと対面）「妊婦さんを知ろう」
7．オープンキャンパス（オンラインと対面）「赤ちゃんの観察と沐浴をしてみよう」

2022年 4 月 1 日
～2024年 3 月31
日
2023年11月 8 日
2023年 2 月 1 日
～2024年 1 月31
日
2023年 5 月28日
～ 6月21日
2023年12月9日
～12月27日
2023年 9 月17日
2024年 3 月23日

日下　純子（教授）
社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）

事　　項 年月日・期間
1．茨城県人材育成研修会管理期研修会講師 2023年 8 月 3 日

佐藤　厚子（教授）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【学術論文】
1．Ef f ec t s  o f  Psychogen i c  S t re s s 
Frequency during the Growth Stage 
on Oxidative Stress, Organ and Bone 
Development

共著 March, 2024 Sangun Lee, Maho Tairabune, Yuka 
Nakamura, Atsunori Itagaki, Issei 
Sugimoto, Takumi Saito, Yoshihiko 
Shibukawa, Atsuko Satoh, Journal of 
Bone Metabolism, 31, 196-208, 2024.
（ 8 人中 8番目）

2．Effects of psychogenic stress on 
oxidative stress and antioxidant capacity 
at different growth stages of rats: 
Experimental study

共著 March, 2024 Sangun Lee, Atsunori Itagaki, Atsuko 
Satoh, Issei Sugimoto, Takumi Saito, 
Yoshihiko Shibukawa, Haruka Tatehana, 
PLOSONE, 1-12, 2024.（ 7 人中 3番目）

【国際学会発表】
1．Relationship between frequency 
of food intake and depression among 
Japanese university students using 
Model Nutritional Balance Chart

共著 March, 2024 Atsuko Satoh, Yasuko Kouyama, Yuko 
Kida, Sangun LEE, The 27th East 
Asian Forum of Nursing Scholars 
Conference.（ 4 人中 1番目）
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【学術論文】
1．認知症高齢者の日常生活習慣に配慮し
た援助―A老人ホームに入所している事
例から見えてきたADL向上効果―

共著 2024年 3 月 安田憂，佐藤厚子，弘前学院大学紀要，
19，29-35，2024.（ 2 人中 2番目）

【学会発表】
1．在宅における高齢者の転倒予防トレー
ニング―転倒予防トレーニングスリッパ
を用いた 1年間の介入研究―

共著 2023年12月 佐藤厚子，斎藤真澄，川村泰子，第43
回日本看護科学学会学術集会（ 3人中
1番目）

髙田　まり子（学部長・教授）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【その他】
1．在宅看護実習における地域連携・社会
資源の活用に関する学び～中間カンファ
レンスの取り組みと評価～

共著 2024年 3 月 對馬明美，髙田まり子，弘前学院大学
看護紀要，19，1-9

2 ．2023年度　在宅看護グループの活動報告 共著 2023年 3 月 工藤うみ，山本明子，山田基矢，小野
寺江利子，髙田まり子，松尾泉，吉田
冬子，對馬明美，吉田茉莉恵，中家良子，
渡部菜穂子，白川かおる，青森県看護
教育研究会誌，52号，5，2023

田中　真実（学科長・教授）
社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）

事　　項 年月日・期間
1．田舎館村地域包括支援センター，講演（新型コロナウイルスを知ろう） 2023年 6 月 5 日
2 ．秋田県花輪高等学校，模擬授業（新型コロナウイルスとインフルエンザウイルスを知ろう） 2023年11月 8 日
3 ．山田高校，進学ガイダンス（看護学部の特徴，カリキュラムなど） 2024年 3 月12日
4 ．弘前南高校，進学ガイダンス（看護学部の特徴など） 2024年 3 月14日

阿部　智美（准教授）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

1．コロナ禍における基礎看護技術教育に
関する文献検討―日常生活援助技術に焦
点を当てて―

共著 2024年 3 月 阿部智美，幸山靖子，村上翔太郎，弘
前学院大学看護紀要，19，11-16

社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）
事　　項 年月日・期間

1．2023年度 弘前学院大学看護学部 第18回リカレント教育 講義「量的研究の特徴と活用」 2023年12月 2 日
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宇田　宗弘（准教授）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【論文】
1 ．Effects of hindlimb unloading on the 
mevalonate and mechanistic target of 
rapamycin complex 1 signaling pathways 
in a fast-twitch muscle in rats.

共著 2024年 3 月 Uda M, Yoshihara T, Ichinoseki-Sekine 
N, Baba T, Physiological Reports, 12（5）: �
e15969.

【学会発表】
1．尾部懸垂がラット速筋の代謝酵素の発
現とmTORC1 シグナル伝達経路に及ぼ
す影響

共同 2023年 8 月 宇田宗弘，吉原利典，関根紀子，馬場
猛，第 9回日本筋学会学術集会（大阪，
千里ライフサイエンスセンター）

社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）
事　　項 年月日・期間

【講演】（公開講座）
1．日常生活における簡単な身体活動―＋10（プラス・テン）から始めましょう―　弘前倉庫（株）・
（株）大周合同 第11回安全大会

2023年 4 月22日

2 ．健康運動相談　2023年弘前学院大学　弘学祭 2023年10月 8 日
【査読】
1．The Journal of Physical Fitness and Sports Medicine 2024年 3 月

幸山　靖子（准教授）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

1．あおもり食育検定公式テキスト2023 共著 2023年 8 月 吉岡利忠，前田朝美，今村麻里子，安
田智子，佐藤千恵子，幸山靖子，木村
亜希子，あおもり食育検定公式テキス
ト2023，68-76．

2 ．2023年度　人間―看護グループの活動
報告

共著 2023年 3 月 田中克枝，幸山靖子，谷川涼子，大崎
瑞恵，福岡裕美子，山崎千鶴，久保宣
子，堺香奈子，前森桃子，簗場理利子，
加藤聡子，青森県看護教育研究会誌，
52号，23．

社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）
事　　項 年月日・期間

1．日本ヒューマンケア科学学会　評議員 2021年 4 月～
2．あおもり食育検定委員会　委員 2021年 4 月～
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菅原　大輔（准教授）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【口頭発表】
1．精神科デイケアに従事する専門職が抱
える困難の実態

2023年 5 月 日本精神保健看護学会，第33回学術集
会・総会，神戸国際会議場

社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）
事　　項 年月日・期間

1．看護研究論文発表会　看護研究発表のコーディネーター
　　日本精神科看護協会青森県支部　第41回看護研究論文発表会

2023年 6 月10日

2 ．令和 5年度第 2回青森県支部研修会
　　講義：「多飲症および水中毒の研究動向から見えたこと」

2023年 6 月10日

3 ．弘前愛成会病院研修会
　　「看護研究の意義と作成方法；若手研究者対象」
　　「�主体的・継続的に看護研究を行うにはどうするか？；中堅～ベテラン看護師対象」につい

て講演

2023年10月 6 日

三浦　雅史（准教授）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【原著論文】
1 ．Differences in the center of pressure 
movement during standing with running 
shoes of different constructions: A cross-
sectional study.

共著 2023年 9 月 Yasuhiro Endo, Masashi Miura, Journal 
of Orthopaedics, 45, 43-47.

小野　綾（講師）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【学会発表】
1．Contact Stress Measurement on Sacral 
Skin Surface: Investigating Pressure 
Injury Development and Progression 
Mechanisms

共同 2023年 9月（9）Aya Ono, Kazuhiko Sasagawa, Kotaro 
Miura, Kazuhiro Fujisaki, 生体医工学
シンポジウム2023

齊藤　史恵（講師）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【学術論文】
1．健常児が，配慮を必要とするこどもと
つながることに関する文献検討―健常児
側への周囲の大人からのアプローチの考
察―

共著 2024年 3月（31）
�

木田優子，齊藤史恵，弘前学院大学看
護紀要，19，17-28.
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2 ．小児看護グループ活動報告 共著 2024年 3月（9）齋藤美紀子，工藤美恵子，扇野綾子，
竹ケ原祐太，長谷川和枝，木田優子，
齊藤史恵，谷川涼子，福士理沙子，中
村祥子，橋本美亜，石切麻希子，伊藤
耕嗣，青森県看護教育研究会誌，52，
21-22.

【その他】
1．2023（令和 5）年度リカレント教育委
員会の活動報告書

2．令和 4年度青森県看護教育研究会研修
会報告

共著

単著

2024年 3月（1）

2024年 3月（9）

齊藤史恵，川村泰子，阿部智美，菅原
大輔，村岡祐介，看護学部リカレント
委員会，全20頁
齊藤史恵，青森県看護教育研究会誌，
52，35-36.

社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）
事　　項 年月日・期間

1．青森県看護教育研究会会長校，2022年度　青森県看護教育研究会総会，事務局書記

2．保健科学研究論文査読

2022年 4 月～
2023年 3 月
（総会日程 2023
年 3 月11日）
2023年1月15日
～1月22日

木田　優子（助教）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【学会発表】
1．Relationship between frequency 
of food intake and depression among 
Japanese university students using 
Model Nutritional Balance Chart

共著 2024年 3 月 Atsuko Satoh，Yasuko Kouyama，
Yuko Kida，27th East Asian Forum 
of Nursing Scholars

【その他】
1．健常児が，配慮を必要とするこどもとつ
ながることに関する文献検討―健常児側
へ周囲の大人からのアプローチの考察―
2．シミュレーション教育の基礎と実践

3．小児看護グループ活動報告

共著

共著

共著

2024年 3 月

2024年 3 月

2024年 3 月

木田優子，齊藤史恵，弘前学院大学紀
要，19，17-27.

冨澤登志子，藤田あけみ，福岡裕美子，
白川かおる，北島麻衣子，木田優子，
三上杏奈，佐藤弥生，片山由美子，三
浦喜子，高間木静香，因直也，福井香織，
齋藤玲香，清藤由季，青森県看護教育
研究会誌，52，30-34.
齋藤美紀子，工藤美恵子，扇野綾子，
竹ケ原祐太，長谷川和枝，木田優子，
齊藤史恵，谷川涼子，福士理沙子，中
村祥子，橋本美亜，石切麻希子，伊藤
耕嗣，青森県看護教育研究会誌，52，
21-22.

社会貢献（座長，研修会，模擬講義等）
事　　項 年月日・期間

1．2023年度弘前学院大学　 8月オープンキャンパス　看護学部模擬講義「子どもの発達をふ
まえたおもちゃを作成してみよう！」

2023年 8 月20日
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對馬　明美（助教）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【その他】
1．在宅看護実習における地域連携・社会
資源の活用に関する学び～中間カンファ
レンスの取り組みと評価～

共著 2024年 3 月 對馬明美，髙田まり子，弘前学院大学
看護紀要，19，1-9.

2 ．2023年度　在宅看護グループの活動報
告

共著 2023年 3 月 工藤うみ，山本明子，山田基矢，小野
寺江利子，髙田まり子，松尾泉，吉田
冬子，對馬明美，吉田茉莉恵，中家良子，
渡部菜穂子，白川かおる，青森県看護
教育研究会誌，52号，5，2023.

村岡　祐介（助教）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【学会発表】
1．Measurement of contact stresses on 
lower leg with positioning during robotic 
surgery

共著 2023年 9 月 Yusuke Muraoka, Kazuhiko Sasagawa, 
Kazuhiro Fujisaki, Kotaro Miura, 生体
医工学シンポジウム

【その他】
1．Chat GPTの激動と教員ができること 共著 2024年 3 月 會津桂子，扇野綾子，外千夏，村岡祐介，

木村綾子，北島麻衣子，野戸結花，葛
西敦子，齋藤美紀子，佐藤敬，畠山幸喜，
青森県看護教育研究会誌，52，10-14.

村上　翔太郎（助手）
教育研究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表）

原著，学術論文等の名称 単著・共著
等別

発行又は発表
の年月（日）

著書又は演者，発行所，発表雑誌等又
は発表学会等の名称，巻（号），頁

【学術論文】
1．コロナ禍における基礎看護技術教育に
関する文献検討―日常生活援助技術に焦
点を当てて―

共著 2024年 2 月 阿部智美，幸山靖子，村上翔太郎，弘
前学院大学看護学部，弘前学院大学看
護紀要，第19巻，11-16.

【その他】
1．2023年度　学生理解グループ活動報告 共著 2024年 3 月 木村千代子，笹竹ひかる，山田基矢，

木立るり子，一戸とも子，村上翔太郎，
西川健，荒井宇子，三上環，浜坂香織，
鎌田洋輔，坂本弘子，内山恵吏子，川
口智恵美，坂井哲博，吉田冬子，青森
県看護教育研究会誌，第52号，15-19.
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